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を高めることにもつながる．

宇都宮市の商業の考察
　　一現状と課題を考える一

幸　島　良　江

　第一章は，宇都宮市を人口・産業・市の基本計

画の面から考えてみた．人口は38万人と北関東最

大であり，現在も増加し続けているが，増加率は

最近，鈍化し始めていて今後は沈静化するとみら

れる．地区別ではかなりの差が開き，人口増加率

は南の地区で高く，北は低い．（北の地区の中に

は減少の所もある．）人口密度の高低も同様な傾向

で，このような偏りは商業の動向にも関係すると

思われる．

　産業では，商業と共に工業も市の経済的発展を

支える要としてその比重ぽ高い．工業団地で，公

害を出さない誘致工場が多数操業し，県内でも宇

都宮地区は有数の工業地区である．第二次世界大

戦後，飛躍的な成長を遂げた工業と，以前から市

の経済基盤であった商業をバランスよく発展させ

ることが市の姿勢となっている．

　また，安定した経済基盤を背景に，市政も市民

生活の質的向上へ重点を置き，快適な都市環境造

りを目指している。

　第二章の商業を中心にした市の歴史では，城下

町としての宇都宮が街道交通の要所としても繁栄

し，早くから商業活動の基盤が作られていたこと

を示した．明治維新後，近代化の波に乗り遅れた

時；期もあったが，全国的な企業勃興の動きの中で

地場資本も着々と成長していった．日本の資本主

i義の動向と歩を同じにする過程でやはり，宇都宮

でも企業は淘汰され地場資本の後退は仕方がなか

った．中心商店街は，パンパを核として近郷近在

から人々が集まり今日の繁華街の下地が出来てい

た．第二次世界大戦前後は，全国的にも経済は混

乱したが，昭和20年代後半～30年代にかけて，宇

都宮市も目覚ましい復興を遂げ商店街の整備，近

代化が行われる．細かな浮き沈みはあったが，宇

都宮市の商業，中心商店街の基盤は歴史的な蓄積

の上に築かれたものなのである．

　第三章，第四章は中心の章で，市の商業を県内

他市との比較を踏まえて現状分析をした．やはり，

比較において，相対的な：商業成長の鈍化が確かめ

られた．今だに宇都宮市は，販売額その他でも圧

倒的な大きさで他市を寄せつけないが，増加率で

は高いとは言えない．県内の人口密度，増加率の

偏りも商業の動向との関係がみられる．人口増加

の激しい都市は商業的成長も大きい．商業も地区

別にみると，本庁地区（中心商店街のある）が商

店数，販売一等に大きな比重を持ちながらも，人

口増加の著しい地区の商業的成長は本庁地区のそ

れを越えている．宇都宮市の商業的成長が鈍った

とは言っても，その本当の原因は市の商業地域全

体ではなく中心商店街にあるのだ．周辺地域の商

業環境が整備されることで中心商店街の役割も自

ら違ったものになるが，それが的確に果たされて

はいないと思われる．中心商店街の現状に深く関

心を持ち，今後を考えていこうとする若い世代の

経営者たちは衰退が始まったと言われる現在，早

い時期に活性化の方法を見出そうと行動を起こし9

ている，それは，自分たち商店主の啓蒙から始ま

り，商店間のスムーズな協力が将来，可能になる

べく，活性化に向けての基礎固めなのである．
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